
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑
名
別
院
だ
よ
り 

 

第６２号 

 

 

平
素
よ
り
、
桑
名
別
院
の
護
持
興
隆
と
念
仏

相
続
の
た
め
格
別
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
刊
行
さ
れ
た
『
桑
名
別
院
本
統
寺
史
』

を
あ
ら
た
め
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
希
少
な
資
料
の
中
か
ら
、
別
院
草
創
の
背

景
や
先
の
大
戦
で
境
内
の
ほ
と
ん
ど
が
灰
塵
に

帰
し
た
状
況
か
ら
の
復
興
の
歩
み
、
そ
し
て
同

朋
会
運
動
の
推
進
が
願
わ
れ
る
中
で
蓮
如
上

人
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
遠
忌
が
そ
の
表
現
と

し
て
取
り
組
ま
れ
た
内
容
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

そ
の
別
院
史
最
終
の
「
別
院
を
支
え
る
人
た

ち
」
の
節
で
は
、
別
院
に
ご
奉
仕
い
た
だ
い
た

方
た
ち
か
ら
の
思
い
の
聞
書
が
載
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
長
年
花
講
と
し
て
尽
力
い
た
だ
い
た

ご
門
徒
か
ら
は
「
歴
史
と
伝
統
は
言
葉
や
概
念

で
は
な
く
具
体
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る
現
場
で 

 

桑
名
別
院
輪
番 

安
田

や

す

だ 

雅
ま
さ
し 

 

 

桑名別院だより（２０２２年１２月発行） 

あ
り
、
口
先
だ
け
で
な 

く
、
そ
の
誇
り
に
生
き 

た
人
々
の
歩
み
だ
！
」 

と
の
力
強
い
表
白
が
な 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
別
院
・
教
区
に
一
生
涯
寄
り
添
わ
れ
た

今
は
亡
き
住
職
か
ら
は
「
誰
に
頼
ま
れ
た
わ
け

で
も
な
く
無
報
酬
で
毎
日
境
内
の
草
取
り
等
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
方
の
お
陰
で
別
院
の
今

が
あ
る
ん
だ
！
」
と
い
う
言
葉
も
語
ら
れ
て
い

ま
す
。 

時
代
社
会
の
価
値
観
の
変
化
に
コ
ロ
ナ
が
追

い
打
ち
を
か
け
る
か
た
ち
で
、
大
切
に
護
ら
れ

て
き
た
仏
法
聴
聞
の
場
を
開
い
て
い
く
こ
と
が

厳
し
く
な
る
中
で
、
数
え
き
れ
な
い
人
た
ち
の

崇
敬
の
願
い
を
あ
ら
た
め
て
い
た
だ
き
直
し
、

桑
名
別
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
見
据
え
な
が

ら
崇
敬
区
域
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
尽
く
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

篤
き
志
に
さ
さ
え
ら
れ
て 
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（１） 

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
正
当
日
中
（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
八
日
） 

 

mailto:kuwanabetsuin@gmail.com


 

二
〇
二
二
年
度 

 
 

院
議
会
（
通
常
）
報
告 

 

去
る
六
月
二
日
（
木
）
午
後
二
時
よ
り
、
別

院
聞
光
殿
を
会
場
に
二
〇
二
二
年
度
桑
名

別
院
本
統
寺
院
議
会
（
通
常
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
と
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

院
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
以
下
の
通

り
で
す
。 

 

 

〇
第
一
号
議
案 

不
動
産
管
理
の
業
務
委
託
に
つ
い
て

(

財
産
処
分) 

 

昨
今
時
代
状
況
も
あ
り
、
別
院
が
所
有
す
る
不

動
産
の
土
地
の
管
理
・
運
営
に
、
よ
り
専
門
性
が
求

め
ら
れ
る
事
案
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

新
た
な
契
約
の
斡
旋
、
借
地
の
営
繕
等
の
業
務
を
不

動
産
業
者
に
委
託
し
、
別
院
事
務
が
本
来
の
教
化

事
業
・
法
務
に
専
念
で
き
る
体
制
を
と
る
と
い
う
議

案
で
す
。 

別
院
の
土
地
は
同
時
に
宗
門
の
土
地
で
あ
り
ま

す
故
、
今
後
、
本
山
の
宗
務
総
長
の
承
認
・
決
裁
の

上
、
契
約
締
結
の
手
続
き
を
い
た
し
ま
す
。 

 

○
第
二
号
議
案 

二
〇
二
一
年
度
桑
名
別
院
本
統
寺 

事
業
報
告
及
び
二
〇
二
一
年
度
桑
名
別
院
本
統
寺

経
常
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
並
び
に
各
種
会
計
計

算
書
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
           

 

（
三
、
四
頁
を
参
照
） 

 

○
第
三
号
議
案 

二
〇
二
二
年
度
桑
名
別
院
本
統
寺 

事
業
計
画
（案
）及
び
二
〇
二
二
年
度
桑
名
別
院
本 

統
寺
経
常
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（案
）
に
つ
い
て 

 
 

    

（四
頁
を
参
照
） 

 

※
こ
の
第
３
号
議
案
の
予
算
案
に
て
、
明
年
よ
り 

桑
名
別
院
の
須
弥
壇
収
骨
志
納
金
額
を
改
定
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。   

（五
頁
を
参
照
） 

 

三
議
案
と
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

第
一
号
議
案 
不
動
産
管
理
の
業
務
委
託
に
つ
い
て 

(
財
産
処
分) 

 

第
二
号
議
案 

 

二
〇
二
一
年
度
桑
名
別
院
本
統
寺
事
業
報

告
及
び
二
〇
二
一
年
度
桑
名
別
院
本
統
寺
経

常
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
並
び
に
各
種
会
計

計
算
書
に
つ
い
て 

 

第
三
号
議
案 

 

二
〇
二
二
年
度
桑
名
別
院
本
統
寺
事
業
計

画
（
案
）
及
び
二
〇
二
二
年
度
桑
名
別
院
本
統

寺
経
常
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（案
）
に
つ
い
て 

  

桑名別院だより（２０２２年１２月発行） （２） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 

計 

報 

告 

２０２１年度桑名別院経常会計決算書 
 
歳 入 総 額 ４４，５９６，８７７円 

歳 出 総 額 ３５，０５０，２０８円 

差 引 残 額  ９，５４６，６６９円 

【 ２０２１年度 歳入決算 】 

 

【 ２０２１年度 歳出決算 】 

 

項目 歳入額 予算額 比較増減 

1 冥加金 28,036,626 30,760,000 △ 2,723,374 

1 法務冥加金 11,007,123 13,300,000 △ 2,292,877 

2 諸冥加金 15,908,050 16,160,000 △ 251,950 

3 賽物志納金 1,121,453 1,300,000 △ 178,547 

2 資産収入 7,801,590 10,700,000 △ 2,898,410 

1 動産収入 0 0 0 

2 不動産収入 7,801,590 8,000,000 △ 198,410 

3 回付受金 0 2,700,000 △ 2,700,000 

3 雑収入 352,920 174,259 178,661 

1 使用冥加金 190,500 150,000  40,500 

2 雑収入 162,420 24,259 138,161 

4 繰越金 8,405,741 8,405,741 0 

1 繰越金 8,405,741 8,405,741 0 

合計 44,596,877 50,040,000 △ 5,443,123 

 

項目 歳出額 予算額 比較増減 

1 荘厳費 328,471 500,000 △ 171,529 

1 荘厳費 328,471 500,000 △ 171,529 

2 教化費 4,881,500 7,650,000 △ 2,768,500 

1 各種法要費 3,508,780 5,630,000 △ 2,121,220 

2 教化費 1,372,720 2,020,000 △ 647,280 

3 維持管理費 1,905,862 3,120,000 △ 1,214,138 

1 維持管理費 1,905,862 3,120,000 △ 1,214,138 

4 運営費 27,134,375 34,500,000 △ 7,365,625 

1 事務費 921,483 1,500,000 △ 578,517 

2 会議費 24,880 200,000 △ 175,120 

3 渉外費 112,000 400,000 △ 288,000 

4 人件費 22,040,137 27,500,000 △ 5,459,863 

5 負担金 1,850,150 2,100,000 △ 249,850 

6 諸費 2,185,725 2,800,000 △ 614,275 

5 積立金 800,000 1,770,000 △ 970,000 

1 積立金 800,000 1,770,000 △ 970,000 

6 予備費 0 2,500,000 △ 2,500,000 

1 予備費 0 2,500,000 △ 2,500,000 

合計 35,050,208 50,040,000 △ 14,989,792 

 

人生講座 会計 
歳 入 額 839,955 

歳 出 額 344,742 

差 引 残 額 495,213 

 

暁天講座 会計 
歳 入 額 777,463 

歳 出 額 316,630 

差 引 残 額 460,833 

 

職員退職積立金 会計 
歳 入 額 3,968,255 

歳 出 額 1,769,000 

差 引 残 額 2,199,255 

 

桑名別院だより（２０２２年１２月発行） 

公開講座 会計 
歳 入 額 1,116,118 

歳 出 額 28,740 

差 引 残 額 1,087,378 

 

志納米 収支 
収 入 米 900kg 

支 出 米 630kg 

差 引 残 額 270kg 

 

 

法務冥加金

￥11,007,123

25%

維持会費

￥10,032,900

22%墓地志納金

￥5,671,040

13%

賽物など

￥1,325,563

3%

資産収入

￥7,801,590

17%

雑収入

￥352,920

1%

繰越金

￥8,405,741

19%

 

荘厳費

￥328,471

1%教化費

￥4,881,500

14%

維持管理費

￥1,905,862

6%

運営費

￥27,134,375

77%

積立金

￥800,000

2%

予備費

￥ 0

0%

（３） 

 ２０２１年度  

桑名別院諸会計決算（1/2）    

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 予算額 前年度予算額 比較増減 

1 冥加金 30,730,000 30,760,000 △ 30,000 

1 法務冥加金 13,100,000 13,300,000 △ 200,000 

2 諸冥加金 16,380,000 16,160,000 △ 220,000 

3 賽物志納金 1,250,000 1,300,000 △ 50,000 

2 資産収入 9,000,000 10,700,000 △ 1,700,000 

1 動産収入 0 0 0 

2 不動産収入 8,000,000 8,000,000 0 

3 回付受金 1,000,000 2,700,000 △ 1,700,000 

3 雑収入 703,331 174,259 529,072 

1 使用冥加金 200,000 150,000 50,000 

2 雑収入 503,331 24,259 479,072 

4 繰越金 9,546,669 8,405,741 1,140,928 

1 繰越金 9,546,669 8,405,741 1,140,928 

合計 49,980,000 50,040,000 △ 60,000 

 

項目 予算額 前年度予算額 比較増減 

1 荘厳費 520,000 500,000  20,000 

1 荘厳費 520,000 500,000  20,000 

2 教化費 8,260,000 7,650,000  610,000 

1 各種法要費 5,640,000 5,630,000 10,000 

2 教化費 2,620,000 2,020,000 600,000 

3 維持管理費 6,220,000 3,120,000 3,100,000 

1 維持管理費 6,220,000 3,120,000 3,100,000 

4 運営費 30,280,000 34,500,000 △ 4,220,000 

1 事務費 2,050,000 1,500,000 550,000 

2 会議費 230,000 200,000 30,000 

3 渉外費 400,000 400,000 0 

4 人件費 24,750,000 27,500,000 △ 2,750,000 

5 負担金 2,300,000 2,100,000 200,000 

6 諸費 550,000 2,800,000 △ 2,250,000 

5 積立金 1,200,000 1,770,000 △ 570,000 

1 積立金 1,200,000 1,770,000 △ 570,000 

6 予備費 3,500,000 2,500,000 1,000,000 

1 予備費 3,500,000 2,500,000 1,000,000 

合計 49,980,000 50,040,000 △ 60,000 

 

 ２０２２年度桑名別院経常会計予算 
 

歳 入 総 額  ４９，９８０，０００円 

歳 出 総 額  ４９，９８０，０００円 

 

 

 ２０２１年度 桑名別院諸会計決算（２/２）    

 

 

基本財産 特別会計 
歳 入 額 55,906,388 

歳 出 額 0 

差 引 残 額 55,906,388 

 

境内諸施設営繕 特別会計 
歳 入 額 33,267,097 

歳 出 額 0 

差 引 残 額 33,267,097 

 

回付積立金 会計 
歳 入 額 10,107,304 

歳 出 額 0 

差 引 残 額 10,107,304 

 

【 ２０２２年度 歳出予算 】 

 

 

法務冥加金

￥13,100,000

26%

維持会費

￥10,000,000

20%墓地志納金

￥6,000,000

12%

賽物など

￥1,630,000

3%

資産収入

￥9,000,000

18%

雑収入

￥703,331

2%

繰越金

￥9,546,669

19%

 

荘厳費

￥520,000

1%
教化費

￥8,260,000

17%

維持管理費

￥6,220,000

12%

運営費

￥30,280,000

61%

積立金

￥1,200,000

2%

予備費
￥ 3,500,000

7%

【 ２０２２年度 歳入予算 】 

 

桑名別院だより（２０２２年１２月発行） （４） 



 

桑名別院だより（２０２２年１２月発行） 

別
院
納
骨
の
ご
案
内 

法

名 

御
命
日
（年
） 

御
命
日(

月
日) 

こ
の
た
び
、
別
院
の
納
骨
の
志
納
金
を
左
記
の
と
お

り
改
定
い
た
し
ま
す
。 

改
定
に
と
も
な
い
、
よ
り
丁
寧
な
お
扱
い
と
案
内
に

心
が
け
、
大
切
な
亡
き
方
の
納
骨
に
お
参
り
い
た
だ
く

こ
と
を
機
に
さ
ら
な
る
聞
法
の
ご
縁
を
結
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

〇 

志
納
金
に
つ
い
て
（
二
〇
二
三
年
一
月
よ
り
） 

 

 
 

・
桐
箱
（
内
寸
９
㎝
角
）
に
収
ま
る
場
合 

冥
加
金
（
収
骨
時
読
経
志
含
む
） 

 

十
万
円 

・
桐
箱
（
内
寸
９
㎝
角
）
に
収
ま
ら
な
い
場
合 

冥
加
金
（
収
骨
時
読
経
志
含
む
） 

二
十
万
円 

 

〇 

納
骨
の
申
込
に
つ
い
て 

 

は
じ
め
に
お
手
次
の
寺
院
（
真
宗
大
谷
派
）
の
ご

住
職
に
別
院
へ
納
骨
す
る
旨
を
ご
連
絡
い
た
だ
き
、

そ
の
後
別
院
ま
で
日
程
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

桑
名
別
院
（
〇
五
九
四-

二
二‐

〇
六
五
二
） 

 

そ
し
て
申
込
書
を
納
骨
当
日
ま
で
に
記
入
い
た

だ
き
ま
す
。
（
当
日
で
も
結
構
で
す
。） 

 
 
 

納
骨
当
日
は
ま
ず
事
務
所
に
て
手
続
き
を
行
い
、

そ
の
後
本
堂
に
て
納
骨
、
読
経
い
た
し
ま
す
。 

    

 

※外寸１０ｃｍ 内寸９ｃｍ 

 

〇 

納
骨
時
の
桐
箱
に
つ
い
て 

 

・
遺
骨
は
桐
箱
に
移
し
て
本
堂
御
本
尊
が
安
置
さ

れ
る
須
弥
壇
下
に
お
納
め
し
ま
す
。 

・
表
面
に
法
名
と
御
命
日
を
記
載
し
ま
す
。 

 

・
裏
面
に
俗
名
を
記
載
し
ま
す
。 

  

〇 

そ
の
後
に
つ
い
て 

 

・
ご
遺
骨
は
永
代
お
預
か
り
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内

の
有
無
に
限
ら
ず
い
つ
で
も
本
堂
に
お
参
り
く

だ
さ
い
。 

・
納
骨
し
た
翌
年
よ
り
十
年
間
、
春
と
秋
の
彼
岸
会

に
参
拝
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
納
骨
後
の
ご
遺
骨
の
返
還
は
い
た
し
か
ね
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

  

（５） 

 

  

 

〇 

納
骨
の
様
子 

   

・
は
じ
め
に
本
堂
参

詣
席
に
て
納
骨

に
込
め
ら
れ
る

願
い
と
流
れ
に

つ
い
て
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。 

 

・
次
に
お
遺
骨
を
先
頭

に
後
堂
ま
で
ご
移

動
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

・
後
堂
に
て
お
見
守
り

い
た
だ
き
な
が
ら
、 

須
弥
壇
の
御
も
と
に 

納
骨
い
た
し
ま
す
。 

 

・
参
詣
席
に
戻
り
、 

読
経
の
中
、 

ご
焼
香
い
た
だ
き
ま
す
。 

 



 

行
事
報
告 

 

 

  

 

 

 

同

朋

会 
 

 

定

例

法

話 
 

 

暁

天

講

座 
 

 

真
宗
公
開
講
座 

 

 

別

院

花

ま

つ

り 
 

 
春

・

秋

彼

岸

会 
 

 

人

生

講

座 
 

 
３
月
１８
日
か
ら
２４
日
ま
で
、
「
春
季
彼
岸

会
法
要
」
、
９
月
２０
日
か
ら
２６
日
に
か
け
て
、

「
秋
季
彼
岸
会
法
要
」
を
厳
修
し
ま
し
た
。 

ま
た
期
間
中
、
３
月
は 

１９
日 

西
寺
真
也
（
伊
勢
市
本
覺
寺
住
職
）
、

２０
日 

荒
木
智
榮
（
朝
日
町
西
光
寺
住
職
）
、

２１
日 

長
崎 

直 

（
長
島
町
善
明
寺
住
職
） 

の
各
氏
、
９
月
は
、 

２３
日 

水
野
朋
人
（
東
員
町
淨
泉
寺
住
職
）
、

２４
日 

加
藤 

淳 

（
菰
野
町
盛
願
寺
住
職
）
、

２５
日 

訓
覇 

浩 

（
菰
野
町
金
藏
寺
住
職
） 

の
各
氏
よ
り
彼
岸
に
あ
た
っ
て
亡
き
人
を
ご

縁
に
自
身
の
姿
勢
を
確
か
め
る
ご
法
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

４
月
８
日
、
別
院
の
山
門
に
て
、
「
花
ま
つ

り
」
を
開
催
し
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

別
院
門
前
の
寺
町
通
商
店
街
で
は
「
３
」
も
し

く
は
「
８
」
が
下
一
桁
に
つ
く
日
に
、
「
三
八

市
」
を
開
催
し
て
お
り
、 

そ
の
開
催
日
と
も
重
な 

る
８
日
は
、
３
０
０
人 

を
超
え
る
人
た
ち
が
お 

釈
迦
様
の
誕
生
日
を
お 

祝
い
し
ま
し
た
。 

 

７
月
２
日
午
後
２
時
よ
り
、
第
４１
回
真
宗

公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
南
勢
を
会

場
と
す
る
当
講
座
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
、
会
場
で
は
講
演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

姿
と
言
葉
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

「
大
切
な
人
を
亡
く
し 

た
人
に
訪
れ
る
影
響
は 

当
た
り
前
あ
り
、
だ
か 

ら
こ
そ
個
人
差
も
あ
る 

そ
の
思
い
を
認
め
、
共
有
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
」
と
一
般
社
団
法
人
リ
ヴ
オ
ン

代
表
の
尾
角
光
美
先
生
は
語
ら
れ
ま
し
た
。  

 

７
月
１８
日
か
ら
２２
日
、
第
５６
回
暁
天
講
座

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
講
座
は
前
々
年
度
は
中

止
、
前
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
の
開

催
と
異
例
の
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
通
常
の
５
日
間
で
開
催
し
、
連
日
百

人
を
超
え
る
方
々
が
聴
聞
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

「
宗
祖
親
鸞
聖
人
誕
生 

八
百
五
十
年
・
立
教
開 

宗
八
百
年
慶
讃
テ
ー
マ
」 

を
も
と
に
、
５
日
間
、 

５
人
の
講
師
か
ら
様
々 

な
角
度
で
の
お
話
を
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

  

18日 

真
宗
大
谷
派
名
古
屋
教
区 

教
化
セ
ン
タ
ー
主
幹 

／
名

古

屋

教

区

惠

林

寺

副

住

職 

 

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー 

 

22日 20日 21日 19日 

大
橋 

由
香
子 

 

藤
原 

正
寿 

荒
山 

淳 
 

三
浦 

伸
也 

 

譲 

西
賢 

 
 

 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
名
誉
教
授 

／
大
垣
教
区
慶
円
寺
住
職 

  

  

NPO

法
人
ほ
が
ら
か
絵
本
畑 

理
事
長 

／
株
式
会
社 

ほ
が
ら
か
カ
ン
パ
ニ
ー 

代
表
取
締
役
社
長 

 

大
谷
大
学
准
教
授
〈
真
宗
学
〉 

／
金
沢
教
区
浄
秀
寺
住
職 

  

今
年
も
毎
月
第
一
金

曜
日
に
、
午
後
一
時
よ

り
同
朋
会
が
開
か
れ
、

輪
番
と
一
緒
に
日
々
の

生
活
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
真
宗
の
教
え
に
真

向
か
い
ま
し
た
。 

 

今
年
も
毎
月
第
一
日
曜
日
（
１
月
、
５
月

は
第
二
日
曜
日
）、
朝
の
７
時
か
ら
人
生
講

座
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

日
曜
日
の
爽
や
か
な
朝
の
ひ
と
と
き
に
、

ご
法
話
を
い
た
だ
く
中
か
ら
、
私
た
ち
の

日
々
の
生
活
を
問
い
直
し
、
お
念
仏
と
と
も

に
あ
る
人
生
に
つ
い
て
見
つ
め
る
ご
縁
と

し
て
長
年
に
わ
た
り
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。 

毎
月
、
１３
日
は
前
住
上
人
の
、
２８
日
は
親

鸞
聖
人
の
月
命
日
を
縁
と
し
、
午
後
一
時
よ

り
勤
行
、
そ
の
後
三
時
ま
で
法
話
の
つ
ど
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
三
重
教
区
内
の

寺
院
に
ご
縁
の
あ
る
方
々
を
中
心
と
し
て 

た
く
さ
ん
の
方
々
よ 

り
ご
法
話
を
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 

 

桑名別院だより（２０２２年１２月発行） 

 

（６） 



 

別

院

報

恩

講

ご

案

内 

 

別

院

報

恩

講

日

程 

十
二
月
二
十
日
（
火
）
か
ら
二
十
三
日
（
金
）

ま
で
桑
名
別
院
の
報
恩
講
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。 

年
末
の
お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す
が
、
お

念
仏
の
教
え
を
聴
聞
し
、
自
ら
の
生
活
を
振
り
返

る
、
真
宗
門
徒
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
御
仏
事
に
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
出
仕
・
ご
参
拝
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
 
 
 

 

 

親
鸞
聖
人
讃
仰
講
演
会
に
つ
い
て 

帰

敬

式

に

つ

い

て 

大
谷
浩
之
鍵
役
の
剃
刀
に
よ
り
、
帰
敬
式
（
お

か
み
そ
り
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
帰
敬
式
は
、「
仏
」、

「
法
」、「
僧
」
の
三
宝
に
帰
依
し
、
親
鸞
聖
人
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
念
仏
の
教
え
に
自
ら
の
人
生

を
問
い
た
ず
ね
、
真
宗
門
徒
と
し
て
新
た
な
人
生

を
歩
み
出
す
こ
と
を
誓
う
大
切
な
儀
式
で
す
。 

 
 

十
二
月
二
十
三
日
（
金
）
午
前
九
時
～
十
時 

 

・
受 

付 

午
前
八
時
か
ら 

・
場 

所 

桑
名
別
院
本
堂 

・
冥
加
金 

一
万
三
千
円 

   

鍵

役

御

参

修

に
つ
い
て 

本
年
も
本
山
よ
り
大
谷
浩
之
鍵
役
（
信
悟
院
殿
）
に
御

参
修
い
た
だ
き
ま
す
。
二
十
二
日
（
木
）
の
結
願
逮
夜
、

二
十
三
日
（
金
）
結
願
日
中
に
御
出
仕
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

三
重
教
区
の
教
学
の
振
興
と
教
化
の
推
進
を
図

る
た
め
「
三
重
真
宗
教
学
学
会
」
と
共
催
し
、
二

〇
一
七
年
よ
り
毎
年
報
恩
講
に
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
講
師
は
、
日
本
仏
教
史
（
中
世
）・
真

宗
史
の
専
門
で
あ
り
、
大
谷
大
学
名
誉
教
授
で
あ 

 
 
 
 

ら
れ
る
草
野
顕
之
先 

生
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
す
。 

「
親
鸞
聖
人
伝
の
史

実
と
伝
承
」
と
い
う
講

題
の
も
と
、
御
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。 

    
 
 
 

 

 

 

 

※事前にお手次の寺院を通じて別院まで

お申し込み下さい。 

 

桑名別院だより（２０２２年１２月発行） （７） 



 

御
命
日
法
要    

十
三
日   

前
住
上
人 

二
十
八
日   

親
鸞
聖
人   

 
 

 
  

 

（前
日
）午
後
一
時
よ
り
御
逮
夜 

（当
日
）午
前
七
時
よ
り
晨
朝 

午
前
九
時
よ
り
日
中 

午
後
一
時
よ
り
定
例
法
話 

人
生
講
座 

 
 

毎
月
第
一
日
曜
日 

午
前
七
時
よ
り
勤
行
、
法
話 

  
 

同
朋
の
会 

 
 

 
   

毎
月
第
一
金
曜
日 

午
後
一
時
か
ら
別
院
庫
裏
に
て 

 
 
 
 
 
 
 

 

桑
名
別
院
で
は
、
左
記
要
項
に
て
納
骨
、 

読
経
等
の
お
扱
い
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

納 

骨 
 

※
五
頁
を
ご
参
照
く
だ
さ
い 

 

（春
・秋
彼
岸
会
に
参
拝
案
内
送
付
） 

冥
加
金 

 
 

五
万
円 

収
骨
時
読
経 

五
千
円
以
上                

 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
年
よ
り
変
更
（詳
細
は
三
頁
） 

申 

経 
 

 

冥
加
金 

 

五
千
円
以
上 

 

年
忌
法
要    

冥
加
金 

 

三
万
円
以
上 

 

永 

代 

経 
 

  

冥
加
金 

 

十
万
円
以
上 

（祥
月
命
日
に
参
拝
案
内
送
付
） 

 

※
い
ず
れ
も
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
別
院

事
務
所
（
〇
五
九
四‐

二
二‐

〇
六
五
二
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

桑名別院だより（２０２２年１２月発行） 

晨 じ
ん

朝
じ
ょ
う(

お
あ
さ
じ)   

毎
日  

午
前
七
時
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

勤
行
後
法
話 

祥
月
申
経  

     

毎
日  

午
前
九
時
よ
り 

※
御
命
日
法
要
日
（十
三
・二
十
八
日
）は 

 
 

午
後
一
時
か
ら 

 お
夕
事          

毎
日  

午
後
四
時
よ
り  

 

 

  

  

各
種
お
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

 

ご 

案 

内 

定 

例 

法 

要 (

行
事) 

 
 

 

修
正
会 

・・・ 

一
月
一
日
～
三
日 

春
季
彼
岸
会 

・・・ 

三
月
下
旬
彼
岸
七
日
間 

花
ま
つ
り
子
ど
も
大
会 

・・・ 

四
月
四
日 

花
ま
つ
り 

・・・ 

四
月
八
日 

真
宗
公
開
講
座 

・・・ 

六
月
頃 

夏
の
御
文 

・・・ 

六
月
二
十
七
日
・二
十
八
日 

孟
蘭
盆
会 

・・・ 

七
月
十
四
日
・十
五
日 

暁
天
講
座 

・・・ 

七
月
下
旬
五
日
間 

秋
季
彼
岸
会 

・・・ 

九
月
下
旬
彼
岸
七
日
間 

報
恩
講 

・・・ 

十
二
月
二
十
日
～
二
十
三
日 

 

年
間
行
事
（
法
要
） 

【
二
〇
二
二
年
一
月
一
日
付
】 

 
 

 
 

佐
々
木 

大
（
伊
賀
組
正
崇
寺
） 

                      
 

 
 

列
座
に
就
任 

【
二
〇
二
二
年
三
月
三
十
一
日
付
】 

 
 

 
 

古
川 

良
心
（
大
垣
教
区
第
十
六
組
淨
國
寺
） 

                    

列
座
、
法
務
員
を
退
任 

【
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
付
】 

 
 

 
 

佐
々
木 

大
（
伊
賀
組
正
崇
寺
） 

                       
 

法
務
員
に
就
任 

 

 

  
 

 

 

 

別
院
人
事 

 

（８） 


